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的
統
一
な
ら
止
む
を
得
な
い
と
思
い
込
む

よ
う
に
な
っ
て
は
危
険
で
す
。

　

安
倍
元
総
理
は
、
米
国
は
台
湾
に
対
し
、

あ
い
ま
い
戦
略
は
止
め
る
べ
き
だ
と
仰
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
台
湾
有
事
は
日

本
有
事
」
と
い
う
発
言
も
、
多
く
の
台
湾

人
を
勇
気
づ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

自
衛
隊
は
認
知
戦
を
真
剣
に
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
自
衛
隊
の
ほ
う
か
ら
政
府
へ

の
働
き
か
け
る
の
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

【
問
】
今
後
、
集
団
的
自
衛
権
の
全
面
的

な
解
禁
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
答
】
フ
ル
ス
ケ
ー
ル
で
集
団
的
自
衛
権

を
行
使
す
る
に
は
、
憲
法
改
正
が
必
要
に

な
る
と
い
う
の
が
政
府
の
見
解
で
す
。

【
問
】
中
国
の
台
湾
へ
の
武
力
侵
攻
の
蓋

然
性
と
日
本
の
金
融
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に

つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

【
答
】
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
台

湾
へ
の
武
力
侵
攻
が
あ
る
と
い
う
前
提

で
、
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
考
え
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
上
で
そ
れ
を
起
こ
さ
せ
な

い
た
め
の
努
力
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

金
融
面
に
つ
い
て
は
、
日
本
戦
略

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
次
回
の
「
台
湾
海
峡
危
機

政
策
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
取
り
上
げ

る
予
定
で
す
。

【
問
】
自
衛
隊
の
名
称
、Self Defense 

Force 

は
一
般
の
米
国
人
に
は
伝
わ
り
ま

せ
ん
。National Defense Force 

に
改
め

ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

【
答
】
そ
れ
は
良
い
案
だ
と
思
い
ま
す
。

海
上
保
安
庁
は
、
か
つ
て
は M

aritim
e 

Safety Agency 

で
し
た
が
、
直
訳
で
は

通
じ
な
い
の
で Japan Coast Guard 

に

改
め
ま
し
た
。
自
衛
隊
の
英
語
の
名
称
変

更
に
つ
い
て
は
、
批
判
を
す
る
人
も
い
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
憲
法
違
反
に
な
る

よ
う
な
性
質
の
問
題
で
は
な
く
、
政
治
的

判
断
で
可
能
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】
台
湾
有
事
へ
の
事
前
の
備
え
と
し

て
、
ア
ジ
ア
版
N
A
T
O
 を
作
れ
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

【
答
】
重
要
な
ご
指
摘
で
す
が
、
ア
ジ
ア

版
N
A
T
O
 と
な
る
と
フ
ル
ス
ケ
ー
ル

の
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
が
前
提
と
な
る

の
で
憲
法
改
正
が
必
要
で
し
ょ
う
。
一
方
、

自
衛
隊
は
、
共
同
訓
練
を
通
し
て
英
、
仏
、

伊
、
豪
、
印
な
ど
の
国
と
緊
密
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ

か
の
国
と
は
、
A
C
S
A
 や
情
報
共
有
、

円
滑
化
協
定
の
締
結
等
の
枠
組
み
で
も
関

係
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
、
日
本

は
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
国
々
の

ハ
ブ
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
取
り
組
み
を

強
化
し
て
地
域
の
安
定
を
更
に
深
め
る
こ

と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
に

　

幸
い
に
も
桜
の
開
花
が
遅
れ
、
未
だ
に

多
く
の
桜
が
残
る
中
、
令
和
6
年
4
月
17

日
午
前
10
時
30
分
よ
り
、
令
和
六
年
度
陸

修
偕
行
社
慰
霊
祭
が
靖
國
神
社
に
て
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。
偕
行
社
と
し
て
毎
年
実
施

し
て
い
た
市
ヶ
谷
台
慰
霊
祭
及
び
月
例
参

拝
を
統
一
し
て
、
明
治
の
国
軍
創
設
後
、

国
運
を
賭
け
て
の
初
の
対
外
戦
争
・
日
清

戦
争
終
結
の
日
で
あ
る
4
月
17
日
に
慰
霊

祭
を
斎
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
通
算

3
回
目
の
慰
霊
祭
で
す
。
本
年
4
月
1
日

に
陸
修
偕
行
社
が
発
足
し
て
か
ら
は
、
初

め
て
の
慰
霊
祭
に
な
り
ま
す
。

　

慰
霊
祭
に
先
立
ち
、
市
ヶ
谷
駐
屯
地
慰

霊
碑
地
区
に
お
い
て
、
陸
修
偕
行
社
・
火

箱
芳
文
理
事
長
、
ご
遺
族
・
阿あ

南な
み

健
太
様

及
び
中
川
聖

さ
と
し様

他
、
市
ヶ
谷
台
慰
霊
会

会
員
の
皆
様
が
、
陸
軍
大
将
・
阿
南
惟こ

れ

幾ち
か

荼だ

毘び

の
碑
、
陸
軍
元
帥
・
杉
山
元

は
じ
め

及
び

陸
軍
大
将
・
吉
本
貞て

い

一い
ち

自
決
の
碑
、
全
陸

軍
航
空
部
隊
の
碑
、
陸
軍
少
佐
・
晴は

る

氣け

誠

慰
霊
碑
、
そ
し
て
自
衛
隊
殉
職
隊
員
の
碑

に
対
し
て
、
万
感
の
思
い
を
込
め
献
花
・

拝
礼
を
実
施
い
た
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
陸
修
偕
行
社
慰
霊
祭
の
概
要

　

慰
霊
祭
斎
行
の
目
的
は
、「
国
家
防
衛

の
た
め
に
尊
い
一
命
を
捧
げ
た
陸
・
海
軍

将
兵
、
更
に
は
戦
争
に
お
い
て
国
の
た
め

に
亡
く
な
ら
れ
た
学
徒
、
女
子
挺
身
隊
員

な
ど
の
英
霊
を
慰
霊
・
顕
彰
し
安
ら
け
く

神か
み

鎮し
ず

ま
ら
ん
こ
と
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、

感
謝
の
念
を
捧
げ
る
」
で
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
陸
幕
代
表
者
、
関
係
協

力
団
体
代
表
者
、
地
方
偕
行
会
会
長
な
ど

を
お
迎
え
し
、
ご
遺
族
、
陸
士
・
陸
幼
各

期
代
表
者
、
法
人
・
個
人
賛
助
会
員
、
普

通
会
員
・
家
族
会
員
等
が
参
加
し
、
総
参

加
者
は
約
1
5
0
名
で
し
た
。
慰
霊
祭
参

列
者
は
、
午
前
10
時
30
に
参
集
殿
に
集
合
、

本
年
4
月
1
日
に
就
任
さ
れ
た
大
塚
海
夫

宮
司
の
ご
挨
拶
を
頂
い
た
後
、
参
集
殿
か

令
和
六
年
度
陸
修
偕
行
社

　

慰
霊
祭
の
斎
行

慰
霊
・
援
護
委
員
会

市ヶ谷台における献花・拝礼
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ら
拝
殿
に
参
進
、
開
式
の
辞
、
元
海
自
東

京
音
楽
隊
・
堀
田
和
夫
様
及
び
ご
息
女
の

町
と
も
み
様
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演
奏
に
よ

る
国
歌
斉
唱
の
後
、
修し

ゅ

祓ば
つ

、
献け

ん

餞せ
ん

、
祝の

り

詞と

奏
上
、
陸
修
偕
行
社
・
火
箱
理
事
長
に
よ

る
祭さ

い

文も
ん

奏
上
、
続
い
て
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
に

よ
る
献
奏
で
拝
殿
に
お
け
る
儀
式
は
終
了

し
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
に
よ
る
献
奏

は
、
奏
者
の
堀
田
和
夫
様
が
ア
レ
ン
ジ
し

た
軍
歌
メ
ド
レ
ー
（「
日
本
陸
軍
」・「
暁

に
祈
る
」・「
空
の
神
兵
」・「
加
藤
隼
戦
闘

隊
」）、
及
び
唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」
の
2
曲
。

静
寂
の
中
に
、
時
に
は
皓こ

う

皓こ
う

と
、
ま
た
あ

る
時
に
は
杳よ

う

杳よ
う

と
響
き
渡
り
慰
霊
祭
が
一

層
印
象
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
本
殿
に
昇
り
、
代
表
者
に
よ

る
玉
串
奉ほ

う

奠て
ん

に
合
わ
せ
て
参
列
者
全
員
が

拝
礼
、
最
後
に
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
「
国

の
鎮
め
」
の
演
奏
に
よ
り
黙
祷
、
英
霊
の

御
霊
に
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
し
た
。

直
会

　

拝
殿
及
び
本
殿
に
お
け
る
慰
霊
祭
斎
行

後
、
靖
國
会
館
に
移
動
し
直
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
一
昨
年
、
昨

年
の
慰
霊
祭
で
の
直
会
は
見
送
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
久
し
振
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
直
会
は
、
4
月
7
日
に
靖
國
神

社
に
お
い
て
斎
行
さ
れ
た
第
13
回
軍
馬
・

軍
犬
・
軍
鳩
合
同
慰
霊
祭
の
直
会
を
兼
ね

て
お
り
、
同
慰
霊
祭
参
列
者
6
名
の
方
々

の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。
戦
場
に
斃
れ
し

軍
馬
・
軍
犬
・
軍
鳩
も
広
い
意
味
で
は
英

霊
で
あ
り
、
靖
國
の
英
霊
と
共
に
話
題
に

上
り
、
直
会
参
加
者
と
の
懇
親
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
宮
司
の
大
塚
海
夫
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
拝
殿
集
合
時
の
ご
挨
拶
に
続
き
、 

直
会
に
も
ご
参
加
頂
き
、
冒
頭
に
ご
挨
拶

を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
ご
多
用
中
に
も

拘
わ
ら
ず
最
後
ま
で
お
付
き
合
い
を
頂
き

心
か
ら
感
謝
・
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

直
会
の
式
次
第
に
つ
い
て
は
、
所
用
で

拝
殿
及
び
本
殿
に
お
け
る
慰
霊
祭
に
参
加

で
き
ず
に
直
会
か
ら
参
加
頂
い
た
方
、
並

び
に
軍
馬
・
軍
犬
・
軍
鳩
合
同
慰
霊
祭
参

加
者
で
本
直
会
に
参
加
頂
い
た
方
も
お
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
今
一
度
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
演
奏
に
よ
る
国
歌
斉
唱
を
実
施
後
、
初

め
に
、
陸
修
偕
行
社
理
事
長
・
火
箱
芳
文

の
挨
拶
、
ご
遺
族
代
表
・
阿
南
建
太
様
の

ご
挨
拶
、
続
い
て
、
ご
来
賓
の
靖
國
神
社

宮
司
・
大
塚
海
夫
様
及
び
「
英
霊
に
こ
た

え
る
会
」
会
長
・
古
庄
幸
一
様
の
ご
挨
拶
、

来
賓
紹
介
、
祭
電
披
露
と
続
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会
」

理
事
長
・
岩
㟢
茂
様
の
献
杯
に
よ
り
会
食
・

懇
談
に
入
り
ま
し
た
。
会
食
・
懇
談
は
、

終
始
、
和
気
藹あ

い

々あ
い

の
雰
囲
気
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
、ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
演
奏
に
よ
り
「
同
期
の
桜
」
を
全
員
で

唱
和
し
て
名
残
尽
き
な
い
直
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

第
3
回
偕
行
社
慰
霊
祭
・
祭
文

　

偕
行
社
理
事
長
・
火
箱
芳
文
が
奏
上
し

た
祭
文
に
陸
修
偕
行
社
慰
霊
祭
の
趣
旨
、

慰
霊
祭
継
続
の
強
固
な
意
思
、
偕
行
社
を

新
生
「
陸
修
偕
行
社
」
と
し
て
、
陸
自
元

幹
部
自
衛
官
が
受
け
継
ぐ
覚
悟
な
ど
が
表

明
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
長
く
な
り
ま
す

が
全
文
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　
祭さ
い

　
文も
ん

　
【
本
日
こ
こ
に
、
令
和
六
年
度
陸
修
偕

行
社
慰
霊
祭
を
、
戊
辰
戦
争
以
降
の

二
四
六
万 

六
千
余
柱
の
殉
国
者
の
御み

霊た
ま

が
祀
ら
れ
て
い
る
靖
國
神
社
に
お
い
て
、

斎さ
い

行こ
う

す
る
に
あ
た
り
、
ご
参
列
の
皆
様
を

代
表
し
て
、
謹
ん
で
祭
文
を
奏
上
い
た
し

ま
す
。

　

本
日
四
月
十
七
日
は
、
明
治
維
新
以
降

近
代
国
家
と
し
て
発
展
す
る
わ
が
国
が
、

国
軍
創
設
後
初
め
て
国
運
を
賭
け
て
戦
っ

た
対
外
戦
争
で
あ
る
日
清
戦
争
が
、
明
治

二
十
八
年
終
結
し
た
日
で
あ
り
ま
す
。
爾

来
、
日
露
戦
争
、
第
一
次
世
界
大
戦
・
満

洲
事
変
・
支
那
事
変
・
大
東
亜
戦
争
な
ど

の
数
次
に
わ
た
る
対
外
事
変
や
戦
争
に
際

し
て「
国
家
防
衛
の
た
め
に
ひ
た
す
ら「
国

安
か
れ
」
の
一
念
の
も
と
、
多
く
の
陸
・

海
軍
将
兵
及
び
従
軍
看
護
婦
、
女
学
生
、

学
徒
な
ど
軍
属
・
文
官
・
民
間
の
数
多
く

の
方
々
が
、
祖
国
の
国
体
の
護
持
と
繁
栄
、

そ
し
て
安あ

ん

寧ね
い

を
希ね

が
い
、
陸
に
海
に
、
そ
し

て
空
に
お
い
て
勇
戦
敢
闘
し
、
祖
国
の
た

め
に
殉
じ
て
逝ゆ

か
れ
、
ま
た
、
国
内
に
お

祭文を奏上する火箱理事長
（於：拝殿）　

大塚宮司のご挨拶（於：直会）
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い
て
も
多
く
の
方
々
が
勤
労
動
員
中
に
軍

需
工
場
等
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し

た
。
愛
す
る
家
族
を
故
国
に
残
し
北
は
酷

寒
不
毛
、
南
は
酷
暑
瘴

し
ょ
う

癘れ
い

の
異
国
の
地
、

あ
る
い
は
海
洋
で
敢
然
と
散
っ
て
逝
か
れ

た
方
々
、
及
び
日
本
国
の
勝
利
を
信
じ
不

眠
不
休
の
勤
労
動
員
中
に
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
無
念
さ
と
、
後
に
残
さ
れ
た
ご
遺

族
の
方
々
の
深
い
悲
し
み
に
思
い
を
致
す

と
き
、
今
な
お
万
感
胸
に
迫
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

今こ
ん

日に
ち

、
わ
が
国
が
享
受
し
て
い
る
民
主

主
義
国
家
と
し
て
の
平
和
と
繁
栄
は
、
明

治
維
新
以
降
の
国
家
存
亡
の
危
機
に
際
し

て
、「
国
体
を
護
る
志

こ
こ
ろ
ざ
し」

を
持
っ
て
崇
高

な
使
命
に
殉
ぜ
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
献

身
に
よ
り
築
か
れ
た
礎

い
し
ず
えの

上
に
あ
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

平
和
と
繁
栄
が
恒
久
的
に
続
く
こ
と
を

願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
が
、
昨
今
の
わ
が
国

を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
、
い
ま
だ

か
っ
て
な
い
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る

と
認
識
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

同
じ
「
国
を
守
る
」
と
い
う
強
い
意
思
を

も
つ
自
衛
隊
は
、
憲
法
上
の
制
約
に
よ
り
、

未
だ
軍
隊
と
し
て
の
地
位
を
与
え
ら
れ
て

お
ら
ず
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
多
く
の
重

要
な
課
題
を
抱
え
て
わ
が
国
防
衛
の
任
務

を
遂
行
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
ま
た
、
先

の
大
戦
が
終
結
し
て
か
ら
長
い
歳
月
が
流

れ
、
今
や
戦
後
生
ま
れ
の
世
代
が
国
民
の

主
力
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
平
和
と
繁

栄
に
慣
れ
る
う
ち
に
、
戦
没
者
に
対
す
る

敬
意
と
慰
霊
の
心
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

が
憂
慮
さ
れ
、
更
に
国
の
た
め
に
尽
く
す

と
い
う
責
任
感
の
希
薄
化
と
国
民
道
徳
・

道
義
の
頽た

い
廃は

い
は
大
き
な
懸
念
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
偕
行
社
は
、

本
年
四
月
一
日
、
陸
上
自
衛
隊
の
幹
部
自

衛
官
等
退
官
者
の
会
で
あ
る
「
陸
修
会
」

と
の
合
同
に
よ
り
、「
陸
修
偕
行
社
」
と

な
り
ま
し
た
。
陸
修
偕
行
社
は
、
戦
前
の

陸
軍
将
校
の
皆
様
の
御
意
志
を
受
け
継
ぐ

組
織
と
し
て
、
先
人
か
ら
託
さ
れ
た
歴
史

と
伝
統
・
文
化
に
恵
ま
れ
た
こ
の
素
晴
ら

し
い
国
・
日
本
の
護
持
の
た
め
、
諸
課
題

の
解
決
に
よ
る
安
全
保
障
体
制
の
充
実
・

発
展
に
組
織
を
上
げ
て
尽
力
す
る
と
と
も

に
、
自
衛
隊
、
特
に
陸
上
自
衛
隊
に
対
す

る
必
要
な
支
援
・
協
力
を
推
進
し
て
行
く

こ
と
を
御
英
霊
の
御
前
で
お
誓
い
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
陸
修
偕
行
社
は
、
本
日・

四
月
十
七
日
・
日
清
戦
争
終
結
の
日
に
、

毎
年
、
陸
修
偕
行
社
慰
霊
祭
を
斎
行
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
偕
行
社
の
良
き
伝
統
と
輝
か

し
い
事
績
を
継
承
し
、
尊
い
一
命
を
わ
が

国
の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
た
陸
軍
将
兵
を
始

め
と
す
る
戦
没
者
の
慰
霊
・
顕
彰
を
引
き

続
き
行
っ
て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
家

と
し
て
の
英
霊
の
慰
霊
顕
彰
の
あ
り
方
は

如
何
に
あ
る
べ
き
か
は
も
と
よ
り
、
今
後
、

有
事
に
お
け
る
任
務
遂
行
中
に
亡
く
な
っ

た
場
合
の
自
衛
官
な
ど
の
戦
死
者
に
対
す

る
慰
霊
・
顕
彰
が
、
国
家
と
し
て
相ふ

さ
わ
し
い応

姿
で
整
斉
と
斎
行
さ
れ
る
よ
う
提
言
し
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

「
新あ

ら

た
な
る
偕
行
の
道　

ど
こ
ま
で
も　

御み

霊た
ま

と
と
も
に　

吾
は
行ゆ

く
な
り
」

　

最
後
に
、
重
ね
て
、
国
家
の
た
め
に
尊

い
一
命
を
捧
げ
ら
れ
た
陸
・
海
軍
将
兵
、

更
に
は
戦
争
に
お
い
て
国
の
為
に
亡
く
な

ら
れ
た
学
徒
、
女
子
挺
身
隊
員
な
ど
の
戦

没
者
を
慰
霊
顕
彰
し
、
安
ら
け
く
神
静
ま

り
ま
す
こ
と
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
心

か
ら
の
感
謝
と
敬
意
の
念
を
捧
げ
、
私
ど

も
に
な
お
一
層
の
ご
加
護
と
お
導
き
を
賜

り
ま
す
こ
と
を
冀

こ
い
ね
が

っ
て
慰
霊
の
言
葉
と

い
た
し
ま
す
。

　

令
和
六
年
四
月
十
七
日

　
　

公
益
財
団
法
人　

陸
修
偕
行
社

　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　

火
箱
芳
文 

】

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

終
わ
り
に

　

一
昨
年
の
第
1
回
偕
行
社
慰
霊
祭
斎
行

か
ら
通
算
3
回
目
と
な
る
令
和
六
年
度
陸

修
偕
行
社
慰
霊
祭
は
、
厳
粛
且
つ
荘
厳
に

滞
り
な
く
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
斎
行
に
際

し
、
ご
支
援
を
頂
い
た
靖
國
神
社
、
陸
修

偕
行
社
事
務
局
及
び
会
員
勤
務
員
の
皆

様
、
そ
し
て
ご
多
用
中
に
も
拘
わ
ら
ず
参

列
を
頂
い
た
皆
様
に
こ
の
場
を
借
り
て
深

甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

偕
行
社
は
、
本
年
4
月
1
日
に
、
陸
上

自
衛
隊
幹
部
退
官
者
の
会
・
陸
修
会
と
合

同
し
、「
陸
修
偕
行
社
」
と
し
て
新
た
な

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
今
後
、
毎

年
4
月
17
日
に
「
陸
修
偕
行
社
慰
霊
祭
」

と
し
て
慰
霊
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
す
の
で

多
く
の
皆
様
の
ご
参
列
を
心
か
ら
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

（
文
責
：
慰
霊
援
護
委
員
長　
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野
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自
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